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WMO情報システムのメタデータ技術
Metadata Technology in WMO Information System
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世界気象機関（ＷＭＯ）では、すべてのプログラムの情報通信・データ管理機能のための総合的な基盤として、ＷＭ
Ｏ情報システム（ＷＩＳ）を構築しているところである。全球地球観測システム（ＧＥＯＳＳ）の「システムを統合す
るシステム system of systems」のうち、ＷＩＳは気象・水・気候分野に関する中核的システムとなることになっている。

2007年の第 15回世界気象会議（ＷＭＯ総会）の合意により、ＷＩＳは２つの平行したパートで行われる。パートＡは
1960年代から気象業務のミッションクリティカルなデータ通信を行ってきた全球気象通信網（ＧＴＳ）の維持発展であ
り、パートＢは認証された利用者への柔軟なデータ発見・アクセス・取得および柔軟な適時の配信サービスによる新し
い情報サービスである。
ＷＩＳのネットワークは、全球的な配信が求められるデータを中継するとともに全ＷＩＳのメタデータを集約してオ

ンラインのカタログ（クリアリングハウス）を提供する全球情報システムセンター（ＧＩＳＣ）、地域的な配信中継また
は特別なプロダクトの提供を行うデータ収集・作成センター（ＤＣＰＣ）、および全ての加盟国が運営する国家センター
（ＮＣ）の３種のセンターから構成される。全球的オンラインカタログを標準化するため、ＩＳＯ１９１１５形式、ＯＡ
Ｉ－ＰＭＨ・ＳＲＵプロトコルが用いられている。
本講演においては気象庁における経験に基づいた知見についても紹介する。
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